
⾜場の組⽴て等⼯事の作業指針 
作業主任者技能講習テキスト №215840 

＜新旧対照表＞ 第 4 改訂 8 版 令和 7 年 3 ⽉ 10 ⽇ 
【補⾜事項】※「旧版」から「新版」への⽂章の修正・追加・削除部分は、下線部を参照してください。 

※誤字・脱字および奥付等の軽微な修正は割愛します。 
※参考等の法令改正は引⽤先となる「発翰番号」「表題」のみ掲載します。 

（旧版）第 4 改訂 7 版（令和 6 年 2 ⽉ 2 ⽇） （新版）第 4 改訂 8 版（令和 7 年 3 ⽉ 10 ⽇） 
[ 表記・⽤語の統⼀] ※旧版から新版への変更にあたり、「表記・⽤語の統⼀」はありません。 
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（旧版） 第 4 改訂 7 版（令和 6 年 2 ⽉ 2 ⽇） （新版） 第 4 改訂 8 版（令和 7 年 3 ⽉ 10 ⽇） 

⾴ 箇所 内 容 ⾴ 箇所 内 容 
ま

え

が

き 

上から

24 ⾏⽬ 

 本書により技能講習を修了した⽅々が、現

場で作業主任者として選任された際には、本

書で得た知識を整理し、理解を深められる参

考書として活⽤されることを願うものです。 

ま

え

が

き 

上から

20 ⾏⽬ 

 本書により技能講習を修了した⽅々が、作

業所で作業主任者として選任された際には、

本書で得た知識を整理し、理解を深められる

参考書として活⽤されることを願うもので

す。 

⽬

次 

（1） （⾚枠を修正） ⽬

次 

（1）  

  

⽬

次 

（7） （⾚枠を修正） ⽬

次 

（7）  

  

1 図 1-1 （⾚枠を修正） 1 図 1-1  
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（旧版） 第 4 改訂 7 版（令和 6 年 2 ⽉ 2 ⽇） （新版） 第 4 改訂 8 版（令和 7 年 3 ⽉ 10 ⽇） 

⾴ 箇所 内 容 ⾴ 箇所 内 容 
4 上から

10 ⾏⽬ 

（２）作業現場及び周辺の状況が、・・・ 4 上から

10 ⾏⽬ 

（２）作業場所及び周辺の状況が、・・・ 

5 上から 

9 ⾏⽬ 

（４）作業主任者は前⽇の作業⼯程打合せで、

打合せた事項を職⻑から説明を受け、作業者

に対し、・・・ 

5 上から 

9 ⾏⽬ 

（４）作業主任者は前⽇の作業⼯程打合せで、

打合せた事項を職⻑・安全衛⽣責任者から説

明を受け、作業者に対し、・・・ 

6 上から 

7 ⾏⽬ 

 作業主任者は、職⻑の指⽰の下、・・・ 6 上から 

7 ⾏⽬ 

 作業主任者は、職⻑・安全衛⽣責任者の指

⽰の下、・・・ 

6 図 1-6 （⾚枠を修正） 6 図 1-6  

  

7 上から 

6 ⾏⽬ 

・・・関係労働者以外の⽴⼊禁⽌措置を⾏う。 7 上から 

6 ⾏⽬ 

・・・関係作業者以外の⽴⼊禁⽌措置を⾏う。 

7 上から 

12 ⾏⽬ 

・・・抜け落ちないように部材ごとに結束し、

また、⼩物類はつり袋等を⽤いる。 

7 上から 

12 ⾏⽬ 

・・・抜け落ちないように部材ごとに結束し、

⼜、⼩物類はつり袋等を⽤いる。 

7 下から 

3 ⾏⽬ 

・・・なった場合、職⻑等及び⼯事責任者と

現場等において変更計画を打ち合せる。 

7 下から 

3 ⾏⽬ 

・・・なった場合、職⻑等及び⼯事責任者と

作業所等において変更計画を打ち合せる。 

8 上から 

1 ⾏⽬ 

（３）⾜場の組⽴て等の作業者にその計画の

変更内容を連絡し、現場等において・・・ 

8 上から 

1 ⾏⽬ 

（３）⾜場の組⽴て等の作業者にその計画の

変更内容を連絡し、作業所等において・・・ 

9 上から

4 ⾏⽬ 

 作業主任者の選任の対象でない 2m 以上〜 

5m 未満の構造の⾜場の組⽴て、・・・ 

9 上から

4 ⾏⽬ 

 作業主任者の選任の対象でない 5m 未満の

構造の⾜場の組⽴て、・・・ 

9 下から

4 ⾏⽬ 

・・・させること。ただし、これらの物の落

下により労働者に危険を及ぼす・・・ 

9 下から

4 ⾏⽬ 

・・・させること。ただし、これらの物の落

下により作業者に危険を及ぼす・・・ 
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（旧版） 第 4 改訂 7 版（令和 6 年 2 ⽉ 2 ⽇） （新版） 第 4 改訂 8 版（令和 7 年 3 ⽉ 10 ⽇） 

⾴ 箇所 内 容 ⾴ 箇所 内 容 
11 図 2-1 （⾚枠を修正） 11 図 2-1  

  

11 下から

3 ⾏⽬ 

 作業のため物体が落下することにより、労

働者に危険を・・・ 

11 下から

3 ⾏⽬ 

 作業のため物体が落下することにより、作

業者に危険を・・・ 

15 上から

1 ⾏⽬ 

第３節 ⾜場部材の現場持込時の経年⾜場部

材の確認等 

15 上から

1 ⾏⽬ 

第３節 ⾜場部材の作業所持込時の経年⾜場

部材の確認等 

15 上から

2 ⾏⽬ 

１．現場受け⼊れ時の部材の点検 15 上から

2 ⾏⽬ 

１．作業所受け⼊れ時の部材の点検 

15 上から

7 ⾏⽬ 

２．現場で受け⼊れる部材 15 上から

7 ⾏⽬ 

２．作業所で受け⼊れる部材 

15 下から

2 ⾏⽬ 

・・・また、現場で使⽤すべきでない・・・ 15 下から

2 ⾏⽬ 

・・・また、作業所で使⽤すべきでない・・・ 

18 上から

4 ⾏⽬ 

・・・事業者、職⻑（以下「事業者等」とい

う。・・・ 

18 上から

4 ⾏⽬ 

・・・事業者、職⻑・安全衛⽣責任者（以下

「事業者 20 等」という。）・・・ 

18 上から

8 ⾏⽬ 

 さらに、作業現場及び周辺の状況を調査

し、・・・ 

18 上から

8 ⾏⽬ 

 さらに、作業場所及び周辺の状況を調査

し、・・・ 

20 上から

2 ⾏⽬ 

 作業主任者は、現場で作業を開始する前に、

受注した⾜場の・・・ 

20 上から

2 ⾏⽬ 

 作業主任者は、作業所で作業を開始する前

に、受注した⾜場の・・・ 

20 上から

7 ⾏⽬ 

 現場管理組織体制表、職⻑、作業主任者の

配置 

20 上から

7 ⾏⽬ 

 作業所管理組織体制表、職⻑、作業主任者

の配置 

20 上から

17 ⾏⽬ 

・・・安全管理計画書等の内容を加味し、現

場の作業内容に適合したものを作成する。 

20 上から

17 ⾏⽬ 

・・・安全管理計画書等の内容を加味し、作

業所の内容に適合したものを作成する。 
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（旧版） 第 4 改訂 7 版（令和 6 年 2 ⽉ 2 ⽇） （新版） 第 4 改訂 8 版（令和 7 年 3 ⽉ 10 ⽇） 

⾴ 箇所 内 容 ⾴ 箇所 内 容 
23 図 3-2 （⾚枠を修正） 23 図 3-2  

  
25 図 3-4 （⾚枠を修正） 25 図 3-4  
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（旧版） 第 4 改訂 7 版（令和 6 年 2 ⽉ 2 ⽇） （新版） 第 4 改訂 8 版（令和 7 年 3 ⽉ 10 ⽇） 

⾴ 箇所 内 容 ⾴ 箇所 内 容 
33 表 3-4 （⾚枠を修正） 33 表 3-4  

  

45 表 4-3 （⾚枠を修正） 45 表 4-3  

  
49 図 4-9 （⾚枠を修正） 49 図 4-9  

  

49 図 4-10 （⾚枠を修正） 49 図 4-10  
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（旧版） 第 4 改訂 7 版（令和 6 年 2 ⽉ 2 ⽇） （新版） 第 4 改訂 8 版（令和 7 年 3 ⽉ 10 ⽇） 

⾴ 箇所 内 容 ⾴ 箇所 内 容 
52 上から

7 ⾏⽬ 

④ 可動部分は動きにくくなっていることが

多いので、あらかじめ注油するか、または

軽く叩いて使いやすくしておく。 

52 上から

7 ⾏⽬ 

④ 可動部分は動きにくくなっていることが

多いので、あらかじめ注油するか、⼜は軽

く叩いて使いやすくしておく。 

59 上から

14 ⾏⽬ 

・・・値である。そのため、現場ではメッシ

ュシートを張ることが多いので、・・・ 

59 上から

14 ⾏⽬ 

・・・値である。そのため、作業所ではメッ

シュシートを張ることが多いので、・・・ 

63 上から

5 ⾏⽬ 

・・・現場で単管とクランプで組み⽴てたも

の、ユニット化されたものがある。・・・ 

63 上から

5 ⾏⽬ 

・・・作業所で単管とクランプで組み⽴てた

もの、ユニット化されたものがある。・・・ 

64 上から

18 ⾏⽬ 

・・・場の組⽴てを⾏う⼯法（⼿すり先⾏⼯

法とよばれる）である。 

64 上から

18 ⾏⽬ 

・・・場の組⽴てを⾏う⼯法である。 

64

〜

66 

上から

20 ⾏⽬ 

（順序⼊れ替え） 

（１）⼿すり先送り⽅式 

（２）⼿すり据置き⽅式 

（３）⼿すり先⾏専⽤⾜場⽅式 

64

〜

66 

上から

20 ⾏⽬ 

 

（１）⼿すり据置き⽅式 

（２）⼿すり先⾏専⽤⾜場⽅式 

（３）⼿すり先送り⽅式 

67 

〜 

72 

上から

3 ⾏⽬ 

（順序⼊れ替え） 

①⼿すり先送り⽅式の組⽴て 

②⼿すり据置⽅式の組⽴て 

③⼿すり先⾏専⽤⾜場⽅式の組⽴て 

67 

〜 

72 

上から

3 ⾏⽬ 

 

①⼿すり据置⽅式の組⽴て 

②⼿すり先⾏専⽤⾜場⽅式の組⽴て 

③⼿すり先送り⽅式の組⽴て 

76 

〜 

78 

上から

4 ⾏⽬ 

（順序⼊れ替え） 

（１）⼿すり先送り⽅式の解体 

（２）⼿すり据置き⽅式の解体 

（３）⼿すり先⾏専⽤⾜場⽅式の解体 

76 

〜 

78 

上から

4 ⾏⽬ 

 
（１）⼿すり据置き⽅式の解体 

（２）⼿すり先⾏専⽤⾜場⽅式の解体 

（３）⼿すり先送り⽅式の解体 
94 上から

3 ⾏⽬ 

・・・決められた建地間隔の位置に置く。ま

た、移動しないように釘⽌・・・ 

94 上から

3 ⾏⽬ 

・・・決められた建地間隔の位置に置く。⼜、

移動しないように釘⽌め・・・ 

94 下から

3 ⾏⽬ 

 ただし、建地の下端に作⽤する設計荷重（⾜

場の重量に相当する荷重に、作業床の最⼤積

載荷重を加えた荷重をいう。）が当該建地の最

⼤使⽤荷重（当該建地の破壊に⾄る荷重の 2

分の 1 以下の荷重をいう。）を超えないとき

は、この限りではない。 

94 下から

3 ⾏⽬ 

 ただし、建地の下端に作⽤する設計荷重（⾜

場の重量に相当する荷重に、作業床の最⼤積

載荷重を加えた荷重をいう）が当該建地の最

⼤使⽤荷重（当該建地の破壊に⾄る荷重の 2

分の 1 以下の荷重をいう）を超えないときは、

この限りではない。 
95 下から

6 ⾏⽬ 

③ 階段の蹴上げは 35cm 以下、踏⾯は 18cm

以上とする。 

95 下から

6 ⾏⽬ 

③ 階段の蹴上げ⾼さは、⾜場施⾏⼯法ガイ

ドラインは「30cm 以下」、（⼀社）仮設⼯業

会の仮説機材認定基準では「35cm 以下」と

なっている。 
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（旧版） 第 4 改訂 7 版（令和 6 年 2 ⽉ 2 ⽇） （新版） 第 4 改訂 8 版（令和 7 年 3 ⽉ 10 ⽇） 

⾴ 箇所 内 容 ⾴ 箇所 内 容 
103 図 4-53 （差替） 103 図 4-53  

  
104 上から

6 ⾏⽬ 

・・・単管⾜場⽤鋼管を使⽤し、また、固定

型べ⼀ス⾦具、・・・ 

104 上から

6 ⾏⽬ 

・・・単管⾜場⽤鋼管を使⽤し、⼜、固定型

べ⼀ス⾦具、・・・ 
104 下から

1 ⾏⽬ 

・・・注油する、または軽くたたいて使いや

すくしておく。 

104 下から

1 ⾏⽬ 

・・・注油する、⼜は軽くたたいて使いやす

くしておく。 

106 上から

13 ⾏⽬ 

① 建地の間隔は、1.8m 以下とする。 106 上から

13 ⾏⽬ 

① 建地の間隔は、1.85m 以下とする。 
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（旧版） 第 4 改訂 7 版（令和 6 年 2 ⽉ 2 ⽇） （新版） 第 4 改訂 8 版（令和 7 年 3 ⽉ 10 ⽇） 

⾴ 箇所 内 容 ⾴ 箇所 内 容 
107 図 4-57 （⾚枠を修正） 107 図 4-57  

  
114 図 4-63 （⾚枠を変更） 114 図 4-63  

  

118 上から

1 ⾏⽬ 

 緊結部付布材の⻑さは、1,850mm 以下であ

る。また、緊結部付腕⽊材の⻑さは、・・・ 

118 上から

1 ⾏⽬ 

 緊結部付布材の⻑さは、1,850mm 以下であ

る。⼜、緊結部付腕⽊材の⻑さは、・・・ 

127 上から

10 ⾏⽬ 

・・・に６層６スパン以下の間隔毎に交さ２

⽅向に設ける（図 4-79（b）参照） 

127 上から

10 ⾏⽬ 

・・・に６層６スパン以下の間隔毎に交さ２

⽅向に設ける（図 4-79（b）参照）。 

128 上から

6 ⾏⽬ 

② 壁つなぎは、⽔平⽅向 5.5m 以下、垂直

⽅向 5m 以下の間隔で設ける。・・・ 

  ② 壁つなぎは、垂直⽅向 5m 以下、⽔平⽅

向 5.5m 以下の間隔で設ける。・・・ 

133 上から

6 ⾏⽬ 

・・・更の後及び地震や悪天候後に請負⼈の

作業者に⾜場を使⽤させるときは、・・・ 

133 上から

6 ⾏⽬ 

・・・更の後及び地震や悪天候後に請負⼈の

労働者に⾜場を使⽤させるときは、・・・ 

133 上から

16 ⾏⽬ 

① 組⽴てた⾜場の完了後は、作業主任者が

点検を⾏うとともに、元請の現場管理者・・・ 

133 上から

16 ⾏⽬ 

① 組⽴てた⾜場の完了後は、作業主任者が

点検を⾏うとともに、元請の管理者等・・・ 

133 下から

2 ⾏⽬ 

④ 現場撤収時には、⾜場組替え⽤部材の仮

置き状態は良いか、・・・ 

133 下から

2 ⾏⽬ 

④ 撤収時には、⾜場組替え⽤部材の仮置き

状態は良いか、・・・ 



 
 

9 
 
 

（旧版） 第 4 改訂 7 版（令和 6 年 2 ⽉ 2 ⽇） （新版） 第 4 改訂 8 版（令和 7 年 3 ⽉ 10 ⽇） 

⾴ 箇所 内 容 ⾴ 箇所 内 容 
148 図 4-95 （⾚枠を修正） 148 図 4-95  

  
154 表 4-29 （⾚枠を修正） 154 表 4-29  

  
159 上から

2 ⾏⽬ 

・・・または現場で取り付け、鉄⾻をつり上

げる直前に地上で⾜場を取り付け、・・・ 

159 上から

2 ⾏⽬ 

・・・⼜は作業所で取り付け、鉄⾻をつり上

げる直前に地上で⾜場を取り付け、・・・ 

163 上から

2 ⾏⽬ 

① 床付き布わく、または⾜場板をけた材の

有効部の⻑さいっぱいに設置し、・・・ 

163 上から

2 ⾏⽬ 

① 床付き布わく、⼜は⾜場板をけた材の有

効部の⻑さいっぱいに設置し、・・・ 

171 上から

10 ⾏⽬ 

 なお、有効な親綱を設けるためには、現場

毎に作業⽅法を⼯夫する・・・ 

171 上から

10 ⾏⽬ 

 なお、有効な親綱を設けるためには、作業

所ごとに作業⽅法を⼯夫する・・・ 

177 上から

7 ⾏⽬ 

・・・及び地震や悪天候後に請負⼈の作業者

に⾜場を使⽤させるときは、・・・ 

177 上から

7 ⾏⽬ 

・・・及び地震や悪天候後に請負⼈の労働者

に⾜場を使⽤させるときは、・・・ 

180 上から

11 ⾏⽬ 

・・・曲げの外⼒に対しても⼗分強度のある

ものでなければならない。また、なるべく・・・ 

180 上から

11 ⾏⽬ 

・・・曲げの外⼒に対しても⼗分強度のある

ものでなければならない。⼜、なるべく・・・ 

185 上から

11 ⾏⽬ 

・・・⼈の作業者に⾜場を使⽤させるときは、

⾜場における作業を開始する・・・ 

185 上から

11 ⾏⽬ 

・・・⼈の労働者に⾜場を使⽤させるときは、

⾜場における作業を開始する・・・ 

194 上から

5 ⾏⽬ 

・・・安全性も⾼いので、最近、脚⽴⾜場に

代わって、多くの⼯事現場で⽤いられ・・・ 

194 上から

5 ⾏⽬ 

・・・安全性も⾼いので、最近、脚⽴⾜場に

代わって、多くの作業所で⽤いられ・・・ 

198 下から

2 ⾏⽬ 

・・・物体の落下の危険がない範囲を柵また

はロープなど・・・ 

198 下から

2 ⾏⽬ 

・・・物体の落下の危険がない範囲を柵⼜は

ロープなどで・・・ 

200 上から

4 ⾏⽬ 

・・・物体の落下の危険がない範囲を柵また

はロープなど・・・ 

200 上から

4 ⾏⽬ 

・・・物体の落下の危険がない範囲を柵⼜は

ロープなど・・・ 

203 下から

6 ⾏⽬ 

 ⾜場の作業床と躯体との間隔は、個々の現

場ごとにその実態に応じて・・・ 

203 下から

6 ⾏⽬ 

 ⾜場の作業床と躯体との間隔は、個々の作

業所ごとにその実態に応じて・・・ 
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（旧版） 第 4 改訂 7 版（令和 6 年 2 ⽉ 2 ⽇） （新版） 第 4 改訂 8 版（令和 7 年 3 ⽉ 10 ⽇） 

⾴ 箇所 内 容 ⾴ 箇所 内 容 
203 下から

2 ⾏⽬ 

・・・く困難な場合は、現場の状況に合った

安全ネットを⾜場の・・・ 

203 下から

2 ⾏⽬ 

・・・く困難な場合は、作業所の状況に合っ

た安全ネットを⾜場の・・・ 

206 上から

5 ⾏⽬ 

③ 親綱⽀柱に控綱を取る場合は、⽀柱の外

⽅１スパンの位置の建わくより取る（図 4-

147 参照）。 

206 上から

5 ⾏⽬ 

③ 親綱⽀柱に控綱を取る場合は、⽀柱の外

⽅１スパンの位置の建わくより取る。 

207 図 4-

147 

（⾚枠を修正） 207 図 4-

147 

 

 
 

210 図 4-

153 

（⾚枠を修正） 210 図 4-

153 

 

  

211 下から

2 ⾏⽬ 

② ⼈体⼜は⼈体相当の落体により衝撃を受

けたもの。 

211 下から

2 ⾏⽬ 

② ⼈体⼜は⼈体相当の落下物により衝撃を

受けたもの。 

212 上から

9 ⾏⽬ 

・・・が⼯事現場で難しいことから、「⾼さ

15cm 以上の幅⽊」について、・・・ 

212 上から

9 ⾏⽬ 

・・・が作業所で難しいことから、「⾼さ 15cm

以上の幅⽊」について、・・・ 

212 下から

3 ⾏⽬ 

 防護棚は、建設⼯事の現場から落下物が外

部に落下し、・・・ 

212 下から

3 ⾏⽬ 

 防護棚は、建設⼯事現場から落下物が外部

に落下し、・・・ 

213 上から

2 ⾏⽬ 

・・・⾜場板、波形鉄板等である。また、最

近では現場で簡単に組み⽴て、・・・ 

213 上から

2 ⾏⽬ 

・・・⾜場板、波形鉄板等である。また、最

近では作業所で簡単に組み⽴て、・・・ 
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（旧版） 第 4 改訂 7 版（令和 6 年 2 ⽉ 2 ⽇） （新版） 第 4 改訂 8 版（令和 7 年 3 ⽉ 10 ⽇） 

⾴ 箇所 内 容 ⾴ 箇所 内 容 
215 上から

2 ⾏⽬ 

 建設⼯事現場において、上部からの落下物

が路地・・・ 

215 上から

2 ⾏⽬ 

 作業所において、上部からの落下物が路

地・・・ 

216 上から

1 ⾏⽬ 

 帆布シートは、通気性がないため、建設現

場での使⽤状態によっては・・・ 

216 上から

1 ⾏⽬ 

 帆布シートは、通気性がないため、作業所

での使⽤状態によっては・・・ 

219 上から

11 ⾏⽬ 

・・・ないように、確実に固定する。また、

隙間なく取り付ける。 

219 上から

11 ⾏⽬ 

・・・ないように、確実に固定する。⼜、隙

間なく取り付ける。 

220 下から

4 ⾏⽬ 

・・・締めなおし等の措置を⾏う。また、防

⾳パネルの破損等があった時は、・・・ 

220 下から

4 ⾏⽬ 

・・・締めなおし等の措置を⾏う。⼜、防⾳

パネルの破損等があった時は、・・・ 

222 上から

3 ⾏⽬ 

・・・のため、鉄⾻の外側⾯に設けるもので

ある。（写真４−19 参照）。 

222 上から

3 ⾏⽬ 

・・・のため、鉄⾻の外側⾯に設けるもので

ある（写真４−19 参照）。 

225 図 5-1 （⾚枠を修正） 225 図 5-1  

  

228 上から

3 ⾏⽬ 

・・・、使⽤しなければならない。（写真 5-4） 228 上から

3 ⾏⽬ 

・・・使⽤しなければならない（写真 5-4）。 

228 下から

1 ⾏⽬ 

・・・及した。（写真 5-5） 228 下から

1 ⾏⽬ 

・・・及した（写真 5-5）。 

229 上から

7 ⾏⽬ 

・・・フルハーネス型安全帯（以下、「フルハ

ーネス型」という。）（図 5-3 参照）が・・・ 

229 上から

7 ⾏⽬ 

・・・フルハーネス型安全帯（以下、「フルハ

ーネス型」という）（図 5-3 参照）が・・・ 

233 上から

14 ⾏⽬ 

・・・器具を選定する。（85kg⽤⼜は 100kg

⽤。特注品を除く。） 

233 上から

14 ⾏⽬ 

・・・器具を選定する（85kg⽤⼜は 100kg⽤。

特注品を除く）。 

234 上から

9 ⾏⽬ 

・・・ことが多い。） 234 上から

9 ⾏⽬ 

・・・ことが多い） 
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（旧版） 第 4 改訂 7 版（令和 6 年 2 ⽉ 2 ⽇） （新版） 第 4 改訂 8 版（令和 7 年 3 ⽉ 10 ⽇） 

⾴ 箇所 内 容 ⾴ 箇所 内 容 
235 表 5-3 （⾚枠を修正） 235 表 5-3  

 

 

239 下から

1 ⾏⽬ 

・・・ハサミで切断する等処分して絶対に再

使⽤できないようにする。 

239 下から

1 ⾏⽬ 

・・・ハサミで切断する等処分して再使⽤で

きないようにする。 

243 下から

1 ⾏⽬ 

・・・または修理を⾏う（表 5-7 参照）・・・ 243 下から

1 ⾏⽬ 

・・・⼜は、修理を⾏う（表 5-7 参照）・・・ 

244 下から

8 ⾏⽬ 

 標識を標⽰するときは、次のことに留意す

る。 

244 下から

8 ⾏⽬ 

 安全標識を標⽰するときは、次のことに留

意する。 

244 下から

5 ⾏⽬ 

③ 標⽰の仕⽅は、⼯事現場や作業箇所に適

するよう⼯夫する。 

244 下から

5 ⾏⽬ 

③ 標⽰の仕⽅は、作業所や作業箇所に適す

るよう⼯夫する。 

244 下から

3 ⾏⽬ 

⑤ 現場巡視などの際には、安全標識をよく

点検し、不適当なものは交換する。 

244 下から

3 ⾏⽬ 

⑤ 作業所巡視などの際には、安全標識をよ

く点検し、不適当なものは交換する。 

245 上から

3 ⾏⽬ 

・・・標⽰することが必要であり、また、同

じ内容を⽰す標識は現場内で統⼀し、・・・ 

245 上から

3 ⾏⽬ 

・・・標⽰することが必要であり、また、同

じ内容を⽰す標識は作業所内で統⼀し、・・・ 
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（旧版） 第 4 改訂 7 版（令和 6 年 2 ⽉ 2 ⽇） （新版） 第 4 改訂 8 版（令和 7 年 3 ⽉ 10 ⽇） 

⾴ 箇所 内 容 ⾴ 箇所 内 容 
248 下から

5 ⾏⽬ 

③ 垂直昇降式以外の⾼所作業⾞の作業床上

では安全帯を使⽤する。 

④ 作業床から⾝を乗り出さない。 

⑤ 作業床上で⾛⾏操作する⾼所作業⾞の⾛

⾏は、平坦堅固な場所で誘導者の配置、合

図、適正な制限速度等必要な描置を⾏う。 

⑥ ⾼所作業⾞は、合図を定めてその合図に

より誘導する。 

⑦ 作業範囲内を⽴⼊禁⽌区域に指定する。 

⑧ 作業を終了するときは、作業床を最低降

下位置にする。使⽤責任者の表⽰をする。 

248 下から

5 ⾏⽬ 

 

 

③ 作業床から⾝を乗り出さない。 

④ 作業床上で⾛⾏操作する⾼所作業⾞の⾛

⾏は、平坦堅固な場所で誘導者の配置、合

図、適正な制限速度等必要な描置を⾏う。 

⑤ ⾼所作業⾞は、合図を定めてその合図に

より誘導する。 

⑥ 作業範囲内を⽴⼊禁⽌区域に指定する。 

⑦ 作業を終了するときは、作業床を最低降

下位置にする。使⽤責任者の表⽰をする。 

253 上から

2 ⾏⽬ 

① 当物（やわら）：⽟掛け⽤ワイヤロープ

を・・・ 

253 上から

2 ⾏⽬ 

① 当てもの（やわら）：⽟掛け⽤ワイヤロー

プを・・・ 

253 下から

3 ⾏⽬ 

④ ⾓のある荷には当物（やわら）をする。 253 下から

3 ⾏⽬ 

④ ⾓のある荷には当てもの（やわら）をす

る。 

254 上から

6 ⾏⽬ 

・・・確認する。また、つり荷重、つり荷の

板厚などが、・・・ 

254 上から

6 ⾏⽬ 

・・・確認する。⼜、つり荷重、つり荷の板

厚などが、・・・ 

255 上から

7 ⾏⽬ 

・・・荷ぶれや回転を起こさせないように、

また、障害物にあてないように・・・ 

255 上から

7 ⾏⽬ 

・・・荷ぶれや回転を起こさせないように、

⼜、障害物にあてないように・・・ 

256 上から

4 ⾏⽬ 

① 仮置きする場合は、作業時の安全性と作

業能率について⼗分考え、また、荷の⼤・・・ 

256 上から

4 ⾏⽬ 

① 仮置きする場合は、作業時の安全性と作

業能率について⼗分考え、⼜、荷の⼤・・・ 

264 上から

2 ⾏⽬ 

・・・防護管で防護してあるときでも電線に

触れないようにする。また、⾜場の・・・ 

264 上から

2 ⾏⽬ 

・・・防護管で防護してあるときでも電線に

触れないようにする。⼜、⾜場の・・・ 

266 上から

13 ⾏⽬ 

 物を造りあげることは、⼤きな喜びを与え

てくれる。また、⼿掛けた仕事が、・・・ 

266 上から

13 ⾏⽬ 

 物を造りあげることは、⼤きな喜びを与え

てくれる。⼜、⼿掛けた仕事が、・・・ 

266 下から

5 ⾏⽬ 

 建設現場の快適化は、元請のみに任せてで

きるものではなく、・・・ 

266 下から

5 ⾏⽬ 

 作業所の快適化は、元請のみに任せてでき

るものではなく、・・・ 
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（旧版） 第 4 改訂 7 版（令和 6 年 2 ⽉ 2 ⽇） （新版） 第 4 改訂 8 版（令和 7 年 3 ⽉ 10 ⽇） 

⾴ 箇所 内 容 ⾴ 箇所 内 容 
267 表 5-17 （⾚枠を修正） 267 表 5-17  

  
268 写真 5-

18 

写真 5-18 建設現場の快適化の例 268 写真 5-

18 

写真 5-18 作業所の快適化の例 

271 下から

6 ⾏⽬ 

 作業の教育・指導と習得には、合理的な順

序と段階があり、初めて現場に雇⽤・・・ 

271 下から

6 ⾏⽬ 

 作業の教育・指導と習得には、合理的な順

序と段階があり、初めて作業所に雇⽤・・・ 

273 上から

2 ⾏⽬ 

 現場では、作業主任者を中⼼に熟練者、未

熟練者を合わせた・・・ 

273 上から

2 ⾏⽬ 

 作業所では、作業主任者を中⼼に熟練者、

未熟練者を合わせた・・・ 

273 上から

5 ⾏⽬ 

 このような現場に作業の教育・指導のやり

⽅を取り⼊れるには、・・・ 

273 上から

5 ⾏⽬ 

 このような作業所に作業の教育・指導のや

り⽅を取り⼊れるには、・・・ 

273 下から

3 ⾏⽬ 

⑥ 現場の整理整頓や部材、⼯具などの⽚付

けの仕⽅をよく理解させる。 

273 下から

3 ⾏⽬ 

⑥ 作業所の整理整頓や部材、⼯具などの⽚

付けの仕⽅をよく理解させる。 

274 上から

6 ⾏⽬ 

・・・を理解させる（整理整頓の⾏き届いた

現場は作業しやすいものであり、・・・ 

274 上から

6 ⾏⽬ 

・・・を理解させる（整理整頓の⾏き届いた

作業所は作業しやすいものであり、・・・ 

275 上から

12 ⾏⽬ 

 また、この「作業標準書」に作業現場の環

境条件、使⽤する機械・装置、・・・ 

275 上から

12 ⾏⽬ 

 また、この「作業標準書」に作業所の環境

条件、使⽤する機械・装置、・・・ 

275 下から

6 ⾏⽬ 

 作業⼿順書作成の⽬的は、作業の中で発⽣

するムダ、ムラ、ムリを取り除き、・・・ 

275 下から

6 ⾏⽬ 

 作業⼿順書作成の⽬的は、作業の中で発⽣

するムダ・ムリ・ムラを取り除き、・・・ 
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（旧版） 第 4 改訂 7 版（令和 6 年 2 ⽉ 2 ⽇） （新版） 第 4 改訂 8 版（令和 7 年 3 ⽉ 10 ⽇） 

⾴ 箇所 内 容 ⾴ 箇所 内 容 
277 上から

11 ⾏⽬ 

・・・作業の順序にならべ、作業の急所、災

害の危険性を検討し、・・・ 

277 上から

11 ⾏⽬ 

・・・作業の順序にならべ、作業の急所、災

害の危険有害性を検討し、・・・ 

277 下から

11 ⾏⽬ 

・・・判定することになるが、現場の状況に

もいろいろあり、・・・ 

277 下から

11 ⾏⽬ 

・・・判定することになるが、作業の状況に

もいろいろあり、・・・ 

277 下から

6 ⾏⽬ 

② 作業の実績に即しており、楽にできムダ、

ムラ、ムリがないこと。 

277 下から

6 ⾏⽬ 

② 作業の実績に即しており、楽にできムダ・

ムリ・ムラがないこと。 

285 上から

3 ⾏⽬ 

 建設現場における作業⼿順は、基本的に、

職⻑や作業主任者と・・・ 

285 上から

3 ⾏⽬ 

 作業所における作業⼿順は、基本的に、職

⻑や作業主任者と・・・ 

285 下から

3 ⾏⽬ 

 作業主任者は、現場の指揮監督をとおし、

現場の作業状況や作業者の・・・ 

285 下から

3 ⾏⽬ 

 作業主任者は、作業所の指揮監督をとおし、

作業所の作業状況や作業者の・・・ 

286 表 6-8 （⾚枠を修正） 286 表 6-8  

  

287 上から

2 ⾏⽬ 

 改善すべき対象作業が決まれば、現場の状

況を詳細に調査したうえで、・・・ 

287 上から

2 ⾏⽬ 

 改善すべき対象作業が決まれば、作業所の

状況を詳細に調査したうえで、・・・ 

288 上から

1 ⾏⽬ 

第５節 現場における安全施⼯サイクルと現

地 KYの実践 

288 上から

1 ⾏⽬ 

第５節 作業所における安全施⼯サイクルと

現地 KYの実践 
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（旧版） 第 4 改訂 7 版（令和 6 年 2 ⽉ 2 ⽇） （新版） 第 4 改訂 8 版（令和 7 年 3 ⽉ 10 ⽇） 

⾴ 箇所 内 容 ⾴ 箇所 内 容 
288 上から

3 ⾏⽬ 

 安全施⼯サイクルは、現場に⼊っている各

専⾨⼯事業者が、・・・ 

288 上から

3 ⾏⽬ 

 安全施⼯サイクルは、作業所に⼊っている

各専⾨⼯事業者が、・・・ 

288 上から

5 ⾏⽬ 

 建設現場の事故・労働災害の防⽌を図るた

めには、・・・ 

288 上から

5 ⾏⽬ 

 作業所における事故・労働災害の防⽌を図

るためには、・・・ 

288 上から

7 ⾏⽬ 

・・・安全施⼯サイクルは、現場の作業⼯程

（毎⽇・毎週・毎⽉・・・ 

288 上から

7 ⾏⽬ 

・・・安全施⼯サイクルは、作業所の作業⼯

程（毎⽇・毎週・毎⽉・・・ 

288 上から

11 ⾏⽬ 

 安全施⼯サイクルの実施にあたっては、ま

ず、施⼯現場のトップ・・・ 

288 上から

11 ⾏⽬ 

 安全施⼯サイクルの実施にあたっては、ま

ず、施⼯のトップ・・・ 

288 上から

17 ⾏⽬ 

・・・それぞれのリーダーシップの向上が図

れるとともに⽇常の現場内等での・・・ 

288 上から

17 ⾏⽬ 

・・・それぞれのリーダーシップの向上が図

れるとともに⽇常の作業所内等での・・・ 

289 上から

6 ⾏⽬ 

 また、混在作業等で複雑な管理を要する建

設現場では、毎⽇の安全施⼯サイクル・・・ 

289 上から

6 ⾏⽬ 

 また、混在作業等で複雑な管理を要する作

業所では、毎⽇の安全施⼯サイクル・・・ 

289 上から

9 ⾏⽬ 

 建設現場において毎⽇実施する基本的事項

は、次のとおりである。 

289 上から

9 ⾏⽬ 

 作業所において毎⽇実施する基本的事項

は、次のとおりである。 

292 表 6-10 表 6-10 ⼯程打合せにあたっての現場の事

前チェック項⽬の例 

292 表 6-10 表 6-10 ⼯程打合せにあたっての作業所の

事前チェック項⽬の例 

293 上から

3 ⾏⽬ 

 現場は、作業を進める中で技能を⾝につ

け、・・・ 

293 上から

3 ⾏⽬ 

 作業所で作業を進める中で技能を⾝につ

け、・・・ 

293 上から

8 ⾏⽬ 

 端的にいうならば、現場のこと、作業のこ

と、・・・ 

293 上から

8 ⾏⽬ 

 端的にいうならば、作業所のこと、作業の

こと、・・・ 

295 上から

9 ⾏⽬ 

・・・題がないか、また、漏れがないかを⼗

分確認する。 

295 上から

9 ⾏⽬ 

・・・題がないか、⼜、漏れがないかを⼗分

確認する。 

296 上から

3 ⾏⽬ 

 危険予知（KY）活動とは、災害発⽣要因を

先取りし、現場や作業に潜む危険要因を・・・ 

296 上から

3 ⾏⽬ 

 危険予知（KY）活動とは、災害発⽣要因を

先取りし、作業に潜む危険要因を・・・ 

296 上から

7 ⾏⽬ 

・・・安全状態をその場その場で、また、作

業⾏動の要所要所で・・・ 

296 上から

7 ⾏⽬ 

・・・安全状態をその場その場で、⼜、作業

⾏動の要所要所で・・・ 

296 上から

11 ⾏⽬ 

・・・そこで、現場における労働災害防⽌は、

作業主任者が中⼼となり、・・・ 

296 上から

11 ⾏⽬ 

・・・そこで、作業所における労働災害防⽌

は、作業主任者が中⼼となり、・・・ 

297 上から

16 ⾏⽬ 

① 現場に設置された安全設備、使⽤される

機械⼯具等の点検を・・・ 

297 上から

16 ⾏⽬ 

① 作業所に設置された安全設備、使⽤され

る機械⼯具等の点検を・・・ 
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（旧版） 第 4 改訂 7 版（令和 6 年 2 ⽉ 2 ⽇） （新版） 第 4 改訂 8 版（令和 7 年 3 ⽉ 10 ⽇） 

⾴ 箇所 内 容 ⾴ 箇所 内 容 
298 図 6-5 （⾚枠を修正） 298 図 6-5  

  
299 図 6-8 （⾚枠を修正） 299 図 6-8  

  
299 下から

5 ⾏⽬ 

 事故・災害が作業場で発⽣した場合を想定

して、あらかじめ災害の種類、・・・ 

299 下から

5 ⾏⽬ 

 事故・災害が作業所で発⽣した場合を想定

して、あらかじめ災害の種類、・・・ 
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（旧版） 第 4 改訂 7 版（令和 6 年 2 ⽉ 2 ⽇） （新版） 第 4 改訂 8 版（令和 7 年 3 ⽉ 10 ⽇） 

⾴ 箇所 内 容 ⾴ 箇所 内 容 
300 図 6-7 （⾚枠を修正） 300 図 6-7  

  

300 上から

7 ⾏⽬ 

・・・順序等が異なるが、建設現場の場合は

元請と連携しながら措置をすることが⼤切で

あり、作業主任者は、⽇頃から現場の緊急体

制をよく承知しておかなければならない。 

300 上から

7 ⾏⽬ 

・・・順序等が異なるが、作業所の場合は元

請と連携しながら措置をすることが⼤切であ

り、作業主任者は、⽇頃から作業所の緊急体

制をよく承知しておかなければならない。 

300 下から

3 ⾏⽬ 

 災害発⽣現場の場所や施設は、災害発⽣時

の緊急措置により、・・・ 

300 下から

3 ⾏⽬ 

 災害発⽣場所や施設は、災害発⽣時の緊急

措置により、・・・ 

301 上から

8 ⾏⽬ 

③ 確認者（⽬撃者）の確保や災害発⽣現場

の保存に努める。 

301 上から

8 ⾏⽬ 

③ 確認者（⽬撃者）の確保や災害発⽣現場

保存に努める。 

301 表 6-14 （⾚枠を修正） 301 表 6-14  

  

302 下から

9 ⾏⽬ 

・・・うとともに、医師または救急隊に引き

継ぐ。 

302 下から

9 ⾏⽬ 

・・・うとともに、医師⼜は救急隊に引き継

ぐ。 

304 下から

2 ⾏⽬ 

・・・統括管理を⾏い、安全衛⽣責任者や職

⻑、作業主任者が・・・ 

304 下から

2 ⾏⽬ 

・・・の統括管理を⾏い、職⻑・安全衛⽣責

任者、作業主任者が・・・ 

306 下から

7 ⾏⽬ 

 どの⽅法で⾏うかは店社、⼯事現場の規模

などを考慮して、・・・ 

306 下から

7 ⾏⽬ 

 どの⽅法で⾏うかは店社、作業所の規模な

どを考慮して、・・・ 
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（旧版） 第 4 改訂 7 版（令和 6 年 2 ⽉ 2 ⽇） （新版） 第 4 改訂 8 版（令和 7 年 3 ⽉ 10 ⽇） 

⾴ 箇所 内 容 ⾴ 箇所 内 容 
330 下から

4 ⾏⽬ 

・・・⽣のための必要な事項について、教育

を⾏なわなければならない。ただし、令第２

条第３号に掲げる業種の事業場の労働者につ

いては、第１号から第４号までの事項につい

ての教育を省略することができる。 

330 下から

4 ⾏⽬ 

・・・⽣のための必要な事項について、教育

を⾏なわなければならない。 

345 上から

8 ⾏⽬ 

（本⾜場の使⽤）【令和 6 年 4 ⽉ 1 ⽇施⾏】 345 上から

8 ⾏⽬ 

（本⾜場の使⽤） 

 


